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固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

算
出
基
礎
と
な
る
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
は
、
３
年
に
１
度
評
価
替

え
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

年
度
の

２５

評
価
額
は
、
評
価
替
え
が
行
わ
れ

た　

年
度
の
評
価
額
を
据
え
置
く

２４
こ
と
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
地

価
が
下
落
し
た
土
地
に
つ
い
て
は

価
格
の
修
正
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

修
正
後
の
価
格
が
新
評
価
額
と
な

り
ま
す
。

固
定
資
産
税
と
は

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
す
る
方

が
、
そ
の
資
産
価
値
に
応
じ
て
納

め
る
税
で
す
。

都
市
計
画
税
と
は

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
土
地
・

家
屋
を
所
有
す
る
方
が
、
そ
の
資

産
価
値
に
応
じ
て
納
め
る
税
で
、

都
市
整
備
な
ど
の
費
用
に
充
て
ら

れ
る
目
的
税
で
す
。

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

×

税
額
は
、「
課
税
標
準
額 

税
率

（
固
定
資
産
税
は
１
・
４
％
、
都

市
計
画
税
は
０
・　

％
）」
に
よ
っ

２７

て
算
出
さ
れ
ま
す
。

　

課
税
標
準
額
と
は
、
税
額
を
算

出
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
基
礎

と
な
る
額
で
す
。
原
則
と
し
て
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
価
格
が
課
税
標
準
額
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
法
律
に
基
づ
く
課

税
標
準
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る
場

合
や
、
土
地
に
つ
い
て
税
負
担
の

調
整
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、

課
税
標
準
額
は
価
格
よ
り
も
低
く

な
り
ま
す
。

土
地
の
税
負
担
の
基
本
的
な
考
え
方

　
　

年
度
に
お
い
て
も
税
負
担
の

２５
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
負
担
水
準

が
低
い
宅
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の

均
衡
化
を
促
す
措
置（
負
担
調
整
）

を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

負
担
水
準
と
は
、
個
々
の
土
地
の

課
税
標
準
額
が
評
価
額
に
対
し
て

ど
の
程
度
ま
で
達
し
て
い
る
か
を

示
す
も
の
で
す
。

　

具
体
的
な
内
容
は
表
１
の
通
り

で
す
が
、　

年
度
の
税
負
担
は
次

２５

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
１
）
税
額
が
下
が
る
場
合

　

負
担
水
準
が
１
０
０
％
を
超
え

る
住
宅
用
地
お
よ
び
市
街
化
区
域

農
地
は　

年
度
の
本
則
課
税
標
準

２５

額
ま
で
、　

％
を
超
え
る
商
業
地

７０

な
ど
は「　

年
度
評
価
額×  
　

％
」

２５

７０

の
額
ま
で
課
税
標
準
額
が
下
が
る

た
め
、
税
額
も
下
が
り
ま
す
。

（
２
）
税
額
が
据
え
置
か
れ
る
場
合

　

負
担
水
準
が　

％
以
上
１
０
０

９０

％
以
下
の
住
宅
用
地
お
よ
び
市
街

化
区
域
農
地
、　

％
以
上　

％
以

６０

７０

下
の
商
業
地
な
ど
は
、
課
税
標
準

額
が
据
え
置
か
れ
る
た
め
、
税
額

も
据
え
置
か
れ
ま
す
。

（
３
）
税
額
が
上
が
る
場
合

　

負
担
水
準
が　

％
未
満
の
住
宅

９０

用
地
お
よ
び
市
街
化
区
域
農
地
、

　

％
未
満
の
商
業
地
な
ど
は
、
表

６０１
の
該
当
欄
に
沿
っ
て
課
税
標
準

額
が
上
が
る
た
め
、
税
額
も
上
が

り
ま
す
。

家
屋
の
税
負
担
の
基
本
的
な
考
え
方

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、　

年
度
の

２４

評
価
額
を
据
え
置
き
ま
す
。
次
の

期
間
に
新
築
さ
れ
、
新
築
軽
減
が

適
用
さ
れ
て
い
た
家
屋
は
、　

年
２４

度
で
軽
減
の
適
用
が
終
了
と
な
り
、

本
来
の
税
額
に
戻
り
ま
す
。

　
【
対
象
家
屋
】①　

年
１
月
２
日

２１

〜　

年
１
月
１
日
に
建
築
さ
れ
た

２２
も
の
＝
一
般
住
宅
（
次
の
②
以
外

の
家
屋
）
②　

年
１
月
２
日
〜　

１９

２０

年
１
月
１
日
に
建
築
さ
れ
た
も
の

＝
３
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
な
ど

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税 

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
を
５
月
１
日
（
水
）

に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期
の
納
期

限
は
５
月　

日
（
金
）
で
す
。

３１

　
　

年
度
か
ら
課
税
明
細
書
と
納

２４
税
通
知
書
を
１
冊
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
共
有
物
件
の
納
税

通
知
書
は
、
代
表
者
以
外
の
共
有

者
に
も
送
付
し
て
い
ま
す
（
支
払

い
用
の
納
付
書
は
従
来
通
り
代
表

者
に
送
付
し
ま
す
）。

　

詳
し
く
は
課
税
課
土
地
資
産
税

係
緯
４
７
０
・
７
７
２
６
、
家
屋

資
産
税
係
緯
４
７
０
・
７
７
２
７

へ
。

　

口
座
振
替
制
度
は
、
指
定
し
た

金
融
機
関
の
口
座
か
ら
納
期
限
の

日
に
自
動
的
に
引
き
落
と
す
制
度

で
す
。
金
融
機
関
に
支
払
い
に
行

く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
が
無

く
な
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
市
税
な
ど

　

市
民
税
・
都
民
税
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税

（
所
有
す
る
全
て
の
車
両
が
対
象

と
な
り
ま
す
）、国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

利
用
で
き
る
金
融
機
関 

（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２５

　

み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
り
そ

な
銀
行
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
東

京
都
民
銀
行
、
八
千
代
銀
行
、
東

和
銀
行
、
西
京
信
用
金
庫
、
西
武

信
用
金
庫
、
東
京
信
用
金
庫
、
青

梅
信
用
金
庫
、
多
摩
信
用
金
庫
、

中
央
労
働
金
庫
、
東
京
み
ら
い
農

業
協
同
組
合
、
東
京
都
信
用
農
業

協
同
組
合
連
合
会
お
よ
び
東
京
都

の
各
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局

利
用
で
き
る
預
金
種
目

　

普
通
預
金
、
当
座
預
金
、
納
税

準
備
預
金
（
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
納
税
準
備
預
金
を
利
用
で

き
ま
せ
ん
）

申

し

込

み

方

法

　

市
内
の
金
融
機
関
で
手
続
き
が

で
き
ま
す
。
預
金
通
帳
、
通
帳
届

け
出
印
、
納
税
通
知
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
民
課
・
保
険
年
金
課

（
市
役
所
１
階
）、
課
税
課
・
納
税

課
（
同
２
階
）
な
ど
で
配
布
し
て

い
る
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
納
期
が
到

来
す
る
月
の
前
月
末
ま
で
に
、
納

税
課
宛
て
に
郵
送
く
だ
さ
い
。
市

が
手
続
き
を
代
行
し
ま
す
。

　

多
忙
の
た
め
、
来
庁
す
る
時
間

が
な
い
場
合
な
ど
は
書
類
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
同
課
管
理
係
（
緯

４
７
０
・
７
７
２
９
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

※　

年
度
の
申
し
込
み
は
、
１

２５

期
分
か
ら
の
口
座
振
替
が
開
始
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
同
係
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

各
税
（
料
）
の
振
替
日

　

各
期
の
納
期
限
の
日
に
、
期
別

税
額
分
の
振
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

一
度
に
年
額
分
を
振
り
替
え
た
り
、

納
期
を
過
ぎ
た
後
に
再
度
振
り
替

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

振
り
替
え
済
み
の
確
認

　

口
座
振
替
後
の
「
振
替
済
通
知

書
」
は
送
付
し
ま
せ
ん
。
預
金
通

帳
を
記
帳
し
、
振
り
替
え
済
み
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

は
、
５
月
に
口
座
振
替
し
た
方
に

６
月
中
旬
頃
、
一
括
し
て
「
口
座

振
替
済
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

※
申
告
な
ど
で
証
明
が
必
要
な

場
合
は
、「
納
付
額
証
明
書
」
を
発

行
し
ま
す
の
で
、
同
係
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

注

意

事

項　

　

　

振
替
口
座
を
登
録
し
た
後
に
、

固
定
資
産
の
相
続
・
売
買
な
ど
に

よ
る
所
有
権
移
転
登
記
で
、
納
税

義
務
者
が
変
更
し
た
場
合
は
、
新

た
に
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
共
有
納
税
義
務
者

（
２
人
以
上
の
共
有
名
義
で
固
定

資
産
を
所
有
す
る
納
税
義
務
者
）

に
つ
い
て
も
、
共
有
員
（
共
有
の

代
表
者
を
含
む
）
の
う
ち
納
税
義

務
者
が
１
人
で
も
変
更
し
た
場
合

は
、
同
様
に
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
共
有
員
は
変
更
せ
ず
共
有

持
分
の
み
変
更
し
た
場
合
は
、
口

座
振
替
が
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提
出
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
に

課
税
さ
れ
て
い
る
た
め
、
世
帯
員

の
加
入
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
で
も
、
世
帯
主
が
変
わ
ら
な
い

限
り
口
座
振
替
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

　

夜
間
と
休
日
に
納
税
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
市
民
税
・
都
民

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
な
ど
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
仕
事
な
ど
で
平

日
の
相
談
が
困
難
な
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
の
場
合
は
、
事
前
に
来
庁

の
日
時
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

※
介
護
保
険
料
、
保
育
園
保
育

料
、
学
童
保
育
料
は
、
納
付
書
を

持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
領
収
し

ま
す
。

　
【
ご
注
意
】納
税
証
明
の
発
行
は

で
き
ま
せ
ん

◎
夜
間
納
税
相
談
窓
口

　
【
日
時
】
４
月　

日
（
木
）
の
午

２５

後
８
時
ま
で

◎
休
日
納
税
相
談
窓
口

　
【
日
時
】
４
月　

日
（
土
）・　

２０

２１

日
（
日
）
の
い
ず
れ
も
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

　
【
会
場
】
夜
間
・
休
日
の
い
ず
れ

も
納
税
課
（
市
役
所
２
階
）

　

詳
し
く
は
同
課
緯
４
７
０
・
７

７
３
０
へ
。

市
税
な
ど
の
納
付
に

市
税
な
ど
の
納
付
に
はは

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
いい

夜
間
と
休
日
に

納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

４
月
１
日
付
市
人
事
異
動

　

市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で

部
課
長
お
よ
び
係
長
・
係
員
の

異
動
を
行
い
ま
し
た
。
部
課
長

級
の
異
動
は
次
の
通
り
で
す

（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）。

　
【
部
長
級
】
企
画
経
営
室
長

（
企
画
経
営
室
行
政
管
理
担
当

部
長
）
橋
爪
和
彦
▽
企
画
経
営

室
行
政
管
理
担
当
部
長
（
企
画

経
営
室
職
員
課
長
兼
主
査
事
務

取
扱
）
佐
々
木
弘
治
▽
財
務
部

長
（
環
境
部
長
）
西
村
幸
高
▽

環
境
部
長
（
企
画
経
営
室
企
画

調
整
課
秘
書
広
報
担
当
課
長
兼

主
査
事
務
取
扱
）
小
林
尚
生
▽

都
市
建
設
部
長
兼
施
設
管
理
課

施
設
建
設
担
当
課
長
事
務
取
扱

（
都
市
建
設
部
施
設
管
理
課

長
）古
澤
毅
彦
▽
教
育
部
長（
教

育
部
総
務
課
長
）
東
淳
治
▽
教

育
部
参
事
兼
指
導
室
長
事
務
取

扱
（
東
京
都
）
加
納
一
好
▽
東

京
都
（
教
育
部
参
事
兼
指
導
室

長
事
務
取
扱
兼
主
査
事
務
取

扱
）
片
柳
博
文

　
【
課
長
級
】企
画
経
営
室
主
幹

（
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

長
）
土
屋
健
治
▽
企
画
経
営
室

企
画
調
整
課
秘
書
広
報
担
当
課

長
兼
主
査
事
務
取
扱
（
企
画
経

営
室
企
画
調
整
課
行
財
政
改
革

担
当
課
長
兼
主
査
事
務
取
扱
）

渋
谷
千
春
▽
企
画
経
営
室
総
務

課
長
（
市
民
部
市
民
課
長
兼
主

査
事
務
取
扱
）
坂
東
正
樹
▽
企

画
経
営
室
職
員
課
長
（
企
画
経

営
室
総
務
課
長
兼
主
査
事
務
取

扱
）
菅
原
信
▽
企
画
経
営
室
行

政
管
理
課
長
（
環
境
部
環
境
政

策
課
長
）
浦
山
和
人
▽
財
務
部

納
税
課
長
（
教
育
部
総
務
課
学

校
適
正
化
等
担
当
課
長
兼
主
査

事
務
取
扱
）
高
梨
顕
彦
▽
財
務

部
管
財
課
長
兼
主
査
事
務
取
扱

（
監
査
事
務
局
長
）
久
保
田
嘉

代
子
▽
市
民
部
産
業
振
興
課
長

（
市
民
部
産
業
振
興
課
長
兼
主

査
事
務
取
扱
）
道
辻
正
信
▽
市

民
部
生
活
文
化
課
長
（
子
ど
も

家
庭
部
保
育
課
長
）
保
木
本
健

一
▽
市
民
部
市
民
課
長
（
市
民

部
生
活
文
化
課
長
兼
主
査
事
務

取
扱
）
木
暮
昭
▽
環
境
部
環
境

政
策
課
長
兼
主
査
事
務
取
扱

（
都
市
建
設
部
施
設
管
理
課
施

設
建
設
担
当
課
長
）
小
島
信
行

▽
環
境
部
ご
み
対
策
課
長
（
環

境
部
ご
み
対
策
課
長
兼
管
理
係

長
事
務
取
扱
）
佐
川
公
行
▽
福

祉
保
健
部
介
護
福
祉
課
長
（
福

祉
保
健
部
介
護
福
祉
課
長
兼
主

査
事
務
取
扱
）
田
中
潤
▽
福
祉

保
健
部
健
康
課
長
（
福
祉
保
健

部
障
害
福
祉
課
長
補
佐
兼
主

査
）
原
田
祐
子
▽
子
ど
も
家
庭

部
保
育
課
長
（
企
画
経
営
室
情

報
シ
ス
テ
ム
課
長
）
長
澤
孝
仁

▽
子
ど
も
家
庭
部
主
幹
（
子
ど

も
家
庭
部
子
育
て
支
援
課
長
補

佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
）
田
之

上
真
▽
都
市
建
設
部
都
市
計
画

課
長
（
都
市
建
設
部
都
市
計
画

課
都
市
政
策
担
当
課
長
兼
街
路

交
通
計
画
係
長
事
務
取
扱
）
小

原
延
之
▽
都
市
建
設
部
都
市
計

画
課
都
市
政
策
担
当
課
長
兼
街

路
交
通
計
画
係
長
事
務
取
扱

（
都
市
建
設
部
施
設
管
理
課
長

補
佐
兼
下
水
道
計
画
係
長
）
池

上
浩
一
▽
都
市
建
設
部
施
設
管

理
課
長
兼
主
査
事
務
取
扱
（
財

務
部
管
財
課
長
兼
主
査
事
務
取

扱
）遠
藤
毅
彦
▽
会
計
課
長（
教

育
部
長
）
荒
島
久
人
▽
教
育
部

総
務
課
長
兼
学
校
適
正
化
等
担

当
課
長
兼
施
設
管
理
係
長
事
務

取
扱
（
会
計
課
長
）
林
幸
雄
▽

教
育
部
生
涯
学
習
課
長
（
教
育

部
生
涯
学
習
課
長
兼
文
化
財
係

長
事
務
取
扱
）
山
下
一
美
▽
教

育
部
図
書
館
長
（
教
育
部
図
書

館
長
兼
業
務
係
長
事
務
取
扱
）

岡
野
知
子
▽
監
査
事
務
局
長

（
福
祉
保
健
部
保
険
年
金
課
長

補
佐
兼
国
民
健
康
保
険
係
長
）

斉
藤
昇
司

　

詳
し
く
は
職
員
課
緯
４
７

０
・
７
７
１
６
へ
。

※１　本則課税標準額とは、今年度評価額に住宅用地等特例率（表２参照）を乗じた額です。
※２　課税標準額とは、税額を算出するに当たり、その基礎となる額（税率をかける直前の額）です。

表１　商業地と住宅用地の負担調整措置と課税標準額の求め方
住宅用地・市街化区域農地商業地（非住宅用地・雑種地など）

負担水準（％）＝ ×１００
前年度課税標準額

本則課税標準額※１
負担水準（％）＝ ×１００

前年度課税標準額

今年度評価額

課税標準額負担水準課税標準額※２負担水準
本則課税標準額１００％を超える今年度評価額×７０％７０％を超える

前年度課税標準額を据え置く９０％以上１００％以下前年度課税標準額を据え置く６０％以上７０％以下

原則、「前年度課税標準額＋
（本則課税標準額×５％）」で
す。ただし、上記で算出した
額が本則課税標準額の９０％を
上回る場合は「本則課税標準
額×９０％」、２０％を下回る場合
は「本則課税標準額×２０％」
を課税標準額とします

９０％未満

原則、「前年度課税標準額＋
（今年度評価額×５％）」で
す。ただし、上記で算出した
額が今年度評価額の６０％を
上回る場合は「今年度評価額
×６０％」、２０％を下回る場合
は「今年度評価額×２０％」を
課税標準額とします

６０％未満

※小規模住宅用地とは、住宅１戸当たりにつき２００㎡までの住宅用地です。
※一般住宅用地とは、小規模住宅用地以外の住宅用地で、住宅床面積の１０
倍までの土地のことです。

表２　住宅用地等特例率
都市計画税固定資産税区分
３分の１６分の１小規模住宅用地
３分の２３分の１一般住宅用地
３分の２３分の１市街化区域農地

年
度
に
お
け
る
固
定
資
産
税

　

年
度
に
お
け
る
固
定
資
産
税
・・

２５２５都
市
計
画
税
の
あ
ら
ま

都
市
計
画
税
の
あ
ら
ま
しし


